
０
１
３
年
６
月
１
〜
３
日
、神
奈
川

県
横
浜
市
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る「
第
５
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ⅴ
）」。１
９
９
３
年
の
第
１
回
目
か
ら

20
年
―
。開
催
ま
で
１
年
を
切
っ
た
今
、日

本
の
外
務
省
が
か
じ
を
取
り
、着
々
と
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
５
年
に
１
度
、ア
フ
リ
カ
の

開
発
を
テ
ー
マ
に
日
本
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で

開
か
れ
る
国
際
会
議
。ア
フ
リ
カ
の
国
家
元

首
や
首
脳
級
ら
が
日
本
で
一
堂
に
会
し
、貧

困
削
減
、平
和
の
定
着
、教
育
、保
健
、衛
生

環
境
の
向
上
と
い
っ
た
従
来
の
課
題
と
と
も

に
、イ
ン
フ
ラ
整
備
や
貿
易
・
投
資
の
促
進
、

人
材
育
成
な
ど
、ア
フ
リ
カ
の
さ
ら
な
る
成

長
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
が
話
し
合
わ
れ

て
き
た
。08
年
に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
に
は
ア
フ
リ
カ
51
カ
国
が
参

加
。ア
フ
リ
カ
の
産
業
育
成
に
必
要
な
４
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド「
適
切
な
政
策
」「
商
品
開

発
」「
中
小
企
業
育
成
」「
民
間
企
業
の
社

会
貢
献
」が
提
示
さ
れ
、こ
れ
ら
に
沿
っ
た
支

援
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

天
然
資
源
や
労
働
人
口
が
豊
富
な
ア
フ
リ

カ
は
、ア
ジ
ア
に
次
ぐ
新
た
な
投
資
先
と
し
て

日
本
の
民
間
企
業
も
関
心
を
示
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅴ
で
は
ア
フ
リ
カ
の「
成
長
の
加

速
化
」が
主
要
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
民

間
企
業
か
ら
の
注
目
も
高
ま
っ
て
い
る
。

８
月
２
日
、玄
葉
光
一
郎
外
相
と
坂
根
正

弘
経
団
連
副
会
長（
株
式
会
社
小
松
製
作

所
会
長
）が
共
同
座
長
を
務
め
て「
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ⅴ
推
進
官
民
連
携
協
議
会
第
1
回

会
合
」が
開
催
さ
れ
た
。外
務
省
を
含
む
関

係
省
庁
に
加
え
て
、ト
ヨ
タ
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

日
立
、新
日
本
製
鉄
、三
菱
商
事
な
ど
22
の

2

2013年6月開催に向けて
オールジャパンで始動！

ODA政策

国際会議

民
間
企
業
の
代
表
が
出
席
。対
ア
フ
リ
カ
貿

易
・
投
資
を
促
す
官
民
連
携
の
在
り
方
、ア

フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
、投
資
促
進
に
必

要
な
対
策
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、資
源
だ
け

で
な
く
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
産
業

投
資
や
人
づ
く
り
が
必
要
な
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
た
。ま
た
こ
れ
に
先
立
ち
、６
月
12
日

に
は「
第
１
回
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅴ
に
関
す
る
外

務
省
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
対
話
」が
行
わ
れ
、ア
フ
リ
カ

開
発
に
お
け
る
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
携
の
在

り
方
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
８
月
末
に
は
、Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅴ
の

公
式
ロ
ゴ
が
発
表
さ
れ
た
。第
１
回
か
ら
使

わ
れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
イ
メ
ー
ジ
に
、

第
５
回
の
数
字
を
意
味
す
る
ロ
ー
マ
数
字
の

〝
Ｖ
〞を
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
。Ｖ
の
文
字
か

ら
は「
v
i
b
r
a
n
t
」
「
v
i
g
o
r
o

u
s
」「
v
i
t
a
l
i
t
y
」な
ど
い
ず
れ

務
省
が
９
月
に
ま
と
め
た
２
０
１
３

年
度
予
算
の
概
算
要
求
は
、政
府
が

今
年
夏
に
発
表
し
た「
日
本
再
生
戦
略
」に

沿
っ
た「
特
別
枠
」を
含
め
て
、今
年
度
当
初

予
算
比
４
・
７
％
増
の
総
額
６
４
６
５
億

円
。こ
の
う
ち
政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）に

は
、８
・
０
％
増
の
４
５
１
６
億
円
を
要
求
し

た
。政
府
全
体
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
で
は
２
０
０
０

年
度
以
降
減
少
が
続
い
て
い
る
が
、外
務
省
の

Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
は
３
年
連
続
の
増
額
を
目
指

し
、環
境
や
医
療
・
保
健
な
ど
日
本
が
培
っ
て

き
た
技
術
力
や
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、開

発
途
上
国
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
拡

充
・
強
化
す
る
。

　
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
う
ち
、無
償
資
金
協
力
は

８
・
９
％
増
の
１
７
６
０
億
円
、技
術
協
力
は

８
・
５
％
増
の
１
５
７
８
億
円
、国
際
機
関

な
ど
へ
の
分
担
金
・
拠
出
金
は
６
・
８
％
増

の
５
４
７
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
た
。こ
の

う
ち「
特
別
枠
」は
６
３
８
億
円
に
も
上
る
。

例
え
ば
、日
本
の
優
れ
た
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
の
技
術
を
途
上
国
の
開
発
に
生
か
す
海

外
展
開
支
援
事
業
に
、無
償
資
金
協
力
、技

術
協
力
合
わ
せ
て
２
１
０
億
円
を
要
求
。ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
環
境
配
慮
型
の

都
市
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、日
本

の
技
術
・
シ
ス
テ
ム
の
売
り
込
み
に
も
つ
な

げ
た
い
考
え
だ
。

　
ま
た
、O
D
A
を
通
じ
て
日
本
の
先
進
的

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
器
の
海
外
展
開

を
支
援
し
、途
上
国
の
医
療
向
上
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
に
は
57
億
円
を
計
上
。中
小
企

業
の
技
術
・
製
品
の
海
外
展
開
を
支
援
す
る

た
め
の
事
業
も
強
化
す
る
方
針
だ
。

　
一
方
、東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
の

た
め
の「
復
興
枠
」に
は
3５
億
円
を
要
求
。こ

の
う
ち
建
設
機
械
や
医
療
・
福
祉
器
具
な

ど
被
災
地
で
生
産
さ
れ
る
製
品
を
途
上
国

支
援
に
使
う
こ
と
で
経
済
復
興
に
つ
な
げ
る

事
業
に
は
、30
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

外

も「
活
気
に
満
ち
て
い
る
」と
い
う
意
味
を
持

つ
言
葉
が
連
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、〝
無
限
の

成
長
の
可
能
性
〞を
秘
め
た
ア
フ
リ
カ
の
未

来
へ
の
希
望
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、Ｖ

の
上
が
開
い
た
文
字
の
形
に
は
、持
続
可
能

な
発
展
や
ア
フ
リ
カ
の
開
発
に
携
わ
る
幅
広

い
関
係
者
と
の
連
携
の
可
能
性
の
意
味
も

込
め
ら
れ
た
。こ
の
ロ
ゴ
は
外
務
省
な
ど
の

承
認
手
続
き
を
経
て
、政
府
関
係
機
関
や

国
際
機
関
、自
治
体
、企
業
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が

イ
ベ
ン
ト
や
ポ
ス
タ
ー
、チ
ラ
シ
な
ど
で
使
用

可
能
。使
用
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、外
務
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/
area/ticad/

）ま
で
。

来
年
６
月
に
向
け
て
、日
本
国
内
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
ア
フ
リ
カ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
予
定
。ア
フ
リ
カ
を
身
近
に
感
じ

る
絶
好
の
機
会
だ
。

国際会議
「第5回アフリカ開発会議（TICAD V）」

2013年度予算概算要求

ODA予算の
増額を打ち出す

「国際通貨基金・世界銀行年次総会」

世界経済の「再出発」を
日本から発信

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

10

る
こ
と
が
活
動
の
目
的
だ
。総
会
で
は
、各

国
か
ら
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
が
集
ま
り

主
要
会
議
を
行
う
ほ
か
、二
国
間
会
談
や
G

７
、G
20
と
い
っ
た
主
要
国
財
務
相
・
中
央
銀

行
総
裁
会
議
な
ど
の
国
際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、政
府
だ
け
で
な
く
、金
融
機
関

や
市
民
団
体
な
ど
民
間
セ
ク
タ
ー
か
ら
も
多

数
の
関
係
者
が
集
ま
り
対
話
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
機
会
が
提
供
さ
れ
る
な
ど
、大
小
約
２

０
０
の
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、非
公

式
も
含
め
て
２
万
人
が
参
加
す
る
世
界
最

大
規
模
の
国
際
会
議
に
な
る
。

　
２
０
１
２
年
は
、日
本
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
世
界

銀
行
に
加
盟
し
て
60
年
の
節
目
に
当
た
る
。

東
京
で
の
開
催
を
通
じ
て
震
災
か
ら
の
復

興
や
日
本
経
済
の
底
力
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、欧
州
の
債
務
危
機
な
ど
不

透
明
性
が
増
す
世
界
経
済
の「
再
出
発
」を

日
本
か
ら
発
信
し
て
い
く
。

月
９
〜
14
日
、「
国
際
通
貨
基
金（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）・
世
界
銀
行
年
次
総
会
」が
東

京
で
開
催
さ
れ
る
。日
本
で
の
開
催
は
２
回

目
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
１
９
６

４
年
以
来
、48
年
ぶ
り
と
な
る
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
界
銀
行
年
次
総
会
は
、毎
年

秋
に
行
わ
れ
る
定
例
会
議
。３
年
に
１
度
、

I
M
F
と
世
界
銀
行
が
拠
点
を
置
く
ア
メ

リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
以
外
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、今
年
は
東
日
本
大

震
災
後
の
復
興
の
歩
み
を
進
め
て
い
る
日
本

が
、そ
の
経
験
を
世
界
と
共
有
し
た
い
と
い

う
思
い
も
込
め
て
手
を
挙
げ
た
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、世
界
や
加
盟
国
の
経
済
状
況

を
把
握
し
、国
際
収
支
が
悪
化
し
た
国
に
対

す
る
融
資
や
技
術
支
援
を
通
じ
て
、国
際
シ

ス
テ
ム
の
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本

的
な
使
命
と
し
て
い
る
。一
方
で
世
界
銀
行

は
、融
資
や
政
策
助
言
な
ど
を
通
じ
て
、開

発
途
上
国
の
貧
困
削
減
や
発
展
を
支
援
す

アフリカ大陸に「第5回」を意味する「V」の文字を
組み合わせたロゴ

2008年5月、横浜で開催された「第4回アフリカ開発会
議」。第5回も同じく横浜が開催地に決定した

「TICAD V推進官民連携協議会 第1回会合」では、玄葉
光一郎外相が「オールジャパンでアフリカの成長を支援し、
日本の成長につなげたい」と述べた

開催日時：2013年6月1日（土）～3日（月）

開催地：神奈川県横浜市

主なテーマ（予定）：アフリカの「成長の加速化」

「第5回アフリカ開発会議（TICAD V）」

開催日：10月9日（火）～14日（日）

会場：東京国際フォーラム、帝国ホテル、
　　  ホテルオークラ東京

・財政リスクと金融の安定 
・天然資源の適切な管理
・民間セクターにおける女性
・アフリカのエネルギーに関する課題 
・変化する世界におけるアジアの役割

「国際通貨基金・世界銀行年次総会」

1. 「グリーン」
日本の企業・自治体の経験や技術を活用し、環境に
優しいグリーン経済の実現に向けたインフラ整備を支
援。気候変動対策の一環として、エネルギーや上下水
道などの分野での協力も実施。

2013年度予算概算要求　
ODA予算「特別枠」のキーワード

開催予定のセミナーのテーマ（一部）

カンボジアで長年にわたり水道事業の支援に取り組む北九州市

2. 「ライフ」
ODAを通じて、日本の先進的な医療サービス、医療
機器などの海外展開を後押し。国内の医療機関、中
小企業を含む医療機器メーカーと連携し、途上国の
医療分野の支援を強化。

テルモ株式会社のカテーテル技術を学ぶメキシコの研修員
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